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貯炭′ 貯鉱場におけるばら物荷役設備

Loose MaterialHandling Equipment for Use

at the Coalor Ore Storage Yard
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内 容 梗 概

近年貯蔵場のばら物荷掛こほ,各種クレーン,ベルトコンペヤ,スタッカ,リグレーマ,ショベルロ

ーダなどのはかに土木機械として発達したブルドーザ,キャリオールスクレーノしなどの種々の機械が,
単独にまたは穀1合せて採用されてきた｡

石炭,鉱石などのはら物を最も人二是に扱う火力発電所,ならびに製鉄所の貯鉱場で,これらの機械を

組合せた各種のプノ式について,その構成と得失を比較しあわせて設備計両の一端を述べる｡

1.緒 E:∃

製鉄所,火力発電所,そのはか弧_しl貯 所,各港湾埠

頭,繊維化学工場,ガス製造会社,肥料ならびに化学工

場などでほ大量のばら物荷役が日夜休みなく行われてい

る｡これら各種産業におけるばら物荷役設備は,

生産機械に匹敵するもので,その適否ほ企

するといっても過言ではない｡

従

安な

の死命を制

ばら物荷役には橋形クレーンが賞用されてきた

が,最近はスタッカとリグレーマを組合せたもの,あるい

ほアメリカにおいて-i:木機械として発達したブルドーザ

やキャリオールスクレーパなどを用いた新しい方式がJ~ll

現するに至った｡しかLながらキヤ■リオールスクレーパ

は設備費の点においてほ有利であるが,雨天における送

択系統のトラブル,運転縫 の増大たど橙々の難点があ

り,付楷設腑を含めてさらに検討の余地があると考える｡

貯蔵場荷役設備機械の計剛こあたって,その配置,形

式および能力の選定は,規模の大′J､,経済的条件,設置

場所の地形,気象,取扱物の種類,形状,入荷の状況,

将 の拡張などによって異なり一概にほ決めにくい.〕し

かしながら要は希機械および設備全体の組合せ側聞を,

(1)単純にしてすなおな,(2)積替えの少ない,(3)受

入一貯蔵▼-㍉払持しの行程で文一本的移動の少ない,(4)取

扱いが便利で故障の少ない,(5)経済的で能力に弾力

性のある……などの条件に合致することが必要である｡

本稿ではわが卜にlで損も大-F宗ニミ･･こばら物を取扱う火力発電

所,ならびに製鉄蘭こおける各位の機械を組合せたいろ

いろな貯蔵場の荷役方式について,その利#得失と能ノコ

選定の一指針を述べ設術計両の琉料に供したいと考え

る｡

2.火力発電所の貯炭場設備

産業用電力需要は年ことに7､10%増し,電力不足は

ますます切実なものにいたりつつある｡これを研灘サ/ミ

*
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第1[窒1運炭設備(偲瀾クレーソ方式)
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第2図 遅炭設備(橋形クレーン方式)

∴故近火■ノ]発電所が各地に建設されているが,これらの

発電所は従来のものに比べてその規模がほるかに大き

∴発電容-と-L;二1,000,000kW,1日の石炭消費量は約10,000

t,運炭設備の能力は1,000t/h以上を必要とするものま

で現われた｡



昭不1134年7月

マントロリ

運搬荷役

/ ＼ ＼ / ＼ /巨益/// ＼ / ＼ /1
＼

＼

･ソパ
ム∪

/~~~~~
撃__.ホ

マントロリ式

塵
雷]~

ロー7'トロリ 運転室

ロープトロリ式

シフクレ｢ン

ジフプレ｢ン什
＼ルトコン＼十

＼ルトコン＼ヤ
引込プレーン付

第3図 各種橋形クレーソ比較図

2.1クレーン方式

貯炭場に偵川されているクレーンの形式中放も代表的

なものほマントロリ式橋形クレーンである｡第1囲およ

び第2図はその一例であるL､この形式は構還が簡準で運

転も符易,故障が少なく保守滝楽で,気象,依暦などの

外的条件に左オ†されることのない最も碓冥な貯炭場機械

である.

大容量畔隠頻こ川いられる橋形クレーンにはこのはか

にロープトロリ式,ジブ付,引込クレーン付などがあ

る.〕発電所の貯炭場にいずれの形式を選ふかほ絆_ll二,貯

炭場の条什などにより異なるので一概にいい得ないが,

一般にスパンが長い場合にはロープトロリ式,が優利で

あり陸揚と貯脱場兼用,混炭を要する場合にはジブクレ

ーン付またほ引込クレーン付が適している∴

一例として能力200t/h,スパン82mの場合における

令形式の比較を舞3図および舞】表にホすし

以上述べた橋形クレーン方式は,後節で

オールスクレー/リブ式に比べで▲般に建設

ミベ るキャ

るな
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が運転経費ほ安い.｡.---･例として250t/hx2台のマントロ

橋形クレーンを便皿する発電所の貯尿場における経

済比 を第2表に示すこ二

貯炭場にほこのほか門形引込クレーンも用いられる｡

弟4図ほスタッカ(第5図)と組合せた設備の一例で,

貯炭場中火にべルトコンベヤを配置しスタッカにより貯

炭し,引込クレーンによって採炭する｡メタッカは引込
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第1表 各種運炭クレーン比較表
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雛2表 貯炭場設備繹牒比較表

(単位1,000¥()内は%をホす工)
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(_㌻Jノい姐二聞Lてほ共通部分は除外した

クレーンのil形鉄構l勺を通過できるようになっているか

ら,尾i■紺頃斜コンベヤのために貯炭場面精が少なくなる

という欠ノ黒よなく,仝1叶漬にまったり貯根することができ

るしノこの形式ほ 形クレーンを用いた場合に比べて,設

備費は低廉となるが貯根場の利川率ほ瀾江る｡

またスタ､ノカと機動仲に?てむキャタピラクレーンを紐

介せ,かきならし,集択にブノLドーザを用いたものもあ

るし弟る図ほその一一例を示したものであるe この形式は

スタッカおよびクレーンのブーム長さが短いものでよい

から設備費が低廉で,ニ【f択の粉化,破砕などが問題にな

らぬ場合に適している｡
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第4図

引込ク

運炭設備配慣牒1(スタッカ,

レーンノノ式)

雛5図 ス タ ッ カ

第6図 キャタピラクレーン

2.2 スタッカ,リクレーマ方式

アンローダまたはカーダンパなどよりベルトコンベヤ

を経て送られてきたイ手炭をスタ､ノカによ引け根L,舞7

図にホすごときロータリリグレーマによr)採択する方式

で,舞8図はこの設備の一例をホしたものである.･本設

備ではブルド岬ザのf肘Iiにより大柳-〃侶災場に対しても

大きな､l三径のリグレーてを必要とせず,怪_トFり､形のリグ

レーマであらゆる柏餅の了ナ炭をI喜沌巨率に処理することが

できる.｡
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祁7トズ1 ロータリリグレーて

策8図 運炭｢乳脂配閏区(スタッかリクレーてノJ式)

第9同 キャタピラ′封~~i~式日一夕 リリ ク レーて

第9図ほ昭利の初期に肥料工場に納入Lたキャタピラ

走行式口岬タリリクレーてであるし.

1十立ロータリリグレーマは掛りジブの先端に,舞10図

にホすようにショベルホイルを装備し-たもので,ll立葉

作所では多妬こわたり研究,実験,攻良を行/)てきた_,

舞11図は芥碑ばら蜘こついて美敵中の′ナ真であるし

このロータリリグレーては次に述べるように多くの梢

長をイ=/ており,各種ばら物に対するリグレーてとして

催ぃをも/)て推奨するものでお)る｡

本機は

(a)程摘紺勺なすくい1反りであるから,什意のfJ描'亡よ

りイ隈を辿続附にぷ:湖紺lができるこ｣したがって後ノノ

設備もむだのない経済的尤ものとなる｡

(b)仙川電動機の数が少なく,1ホの電動機で巾二接
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第10図 ロータリリクレーマのショベルホイル

第11国 実験中のロータリリクレーマ

ブームコンベヤに供給できるから消費電力が少なくて

すむ｡

(c)塊炭や水分の多い粉録, 給炭などに対しても

積極的にすくい取るからきわめて能率がよい｡

(d)横道が簡単であるから保守点検が容易である二

(e)採炭部分の重畳が軽量ですむため機体製作費が

割安となり,ブーム半径の大きいものも製作が容易で

ある｡

以上は貯炭と 個別が灰 の機種で構成された場合であ

るが,貯炭と採炭を同時に行う必要がない場合には,スタ

ッカとリクレーマを組合せた第12図に示すごときヒタ

二~管丁=モ1-~
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アシローダ アシ■ローダ ベルトコンベヤ

第13回 避炭設備配置図(ブル･アクチブホッパ方式〉

クレーてを用いれば経済的である｡この機械は貯炭の場

合トリッパコンベヤを本体と連結し,スタッカとして用

いるこ)リクレーマとして用いる場合には,ブームコンベ

ヤを倒して先端に装備したショベルホイルにより採炭す

る｡なおトリッパコンベヤを切り離せば360度旋回がで

きる｡この形式は貯炭と採炭が-･台の機械で行いうるの

で,設備費が少なくてすむのみならず従来のスタッカと

リグレーマを併設した場合に比べて,機械相互間の干渉

による貯炭場有効面積の滅小という欠点ほなくなり,貯

炭場全面積を有効に用いることができる｡

2･3 ブル･アクチブホッパ方式

石炭の受入れにトリッパまたほスタッカを用い,弘旧

しにアクチブホッパと,貯炭場整理にブルドーザを用い

た方式である｡第13図は本方式の一例で,アンローダ

より陸揚された石炭ほ,ベルトコンベヤを経て貯炭場を

断する高架コンベヤ上のトリッパにより貯卿馴こ取り

おろされ,ブルドーザにより山積またほかきならしされ

る｡採炭は高架コンベヤ下部のアクチブホッパにより行

ご

●
､

この方式ほ貯朕場の幅が広いとブルドーザの運搬能力

ち落が くつくから注意しなければならな

い_.〕一般にブルドーザの 搬距離は50､60mが有効と

さ.れている｡･その運搬能力についてほ一例として第14図

一
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第12図 ヒ タ ク レ ー マ
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第14図
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ブルドーザの運搬能力

(Caterpiller Tracter Co.の例)
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第15国 運炭設備配置図(スクレーノこ･

ドライブオーバホッパ方式)

御

にアメリカキャタピラトラクター社製のものを参考まで

に示す｡

この方式ではブルドーザの運行により粉化された石沢

が雨天の喝合に水分を含み,著しく石炭の流れが恐くな

るため,アクチブホッパの 能が阻て

に支障をきたす｡またホ､ソパ部分に

になりやすいので,

され連続運搬作業

約する結果

てアクチブホッパ部分に

上屋を設けることが必要である｡混炭を必要とする場合

には地下ホッパの数を炭憧に応じて増し,フィーダと秤

量機を組合せて各ホッパよりフィーダを介して所要是を

同一コンベヤ上に給炭するようにすれば,況炭を行うこ

とができる｡また策13図のごとく高架コンベヤの左右

に貯炭場を設ければ,いわゆる万年炭を生ずることもな

く,ブルドーザの運激距離も小さくてすむから能率的で

33

第16図 キャリオpルスクレーパ(Euclid Co.)

､

都 鳥ブ ､■
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慧来旨巨洩(㌍)

第17図 キャリオールスクレーパの運搬龍ノブ

(Euclid Co.の例)

ある｡この方式は択程も割含良質で,地形が細長い場合

に適している｡

2.4 スクレーパ,ドライブオーバホッパ方式

貯捉,採択用にキャリオールスクレーパを川いる方式

で弟15図ほその一例を示したものである｡図において

陸揚された右脚£,機内コンベヤを経て尾部の旋回コン

ベヤにより貯炭場にはらまかれ,ブルドーザによって

10～301Tlの運搬拡散を行う｡キャリオールスクレーパ

(第1d図)ほ拡散された石炭をセルフローディソグして

貯炭場を走行,層をなして貯炭する｡採炭はセルフロー

デーングした石炭を貯炭場の一隅に設けられた地下ホッ

パへ落し込･み,ホッパ下部に設けられたフィーダと地下

コンベヤを経てコールバンカに送る｡

キャリオールスクレーパは機動性が大であるから,大

貯炭場に適しており,150～200m以上の 搬距離におい

て経済的であるといわれている｡その運搬能力の一例と

して舞17図にアメリカEuclid社製,2-エンジンスクレ
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第18図 ローディソグホッパ

ーパのものを示す｡.本圃はアメリカにおける一例である

が,国内における実績は若干この値を■F因るようであ

る｡

スクレーパヘの積込みを舞18図に示すようなローデ

イソグホッパにより行う場合もあるが,この~方法ではベ

ルトコンベヤも余分に必要となり,また積込ホッパの設

置にも多量の資材を要するので不 済である｡

スクレーパ方式は,橋形クレーン方式に比較して設備

賀ほ安く,石炭が踏み固められるので臼然発火の心配が

ないため,積み上げ高さを十分高くできる｡したがって

貯炭場の利川率も良く,貯灰の劣化も少ないなどの利点

を有するが,反面混炭がむずかしいことと粘土分の多い

粉炭がさらに微粉化し,雨天には水分過剰となり,シュー

トがつまり選炭が困難になったり,燃料費,タイヤの損

粗 内燃機の補修など運転経費が存外iこかさみ,加えて

貯 場面積がせまいと十分な能力を発揮しないなどの欠

点を掩っている｡この方式を採用するときにほ雨天の場

合送炭系統のトラブルを少なくするために,上屋付貯炭

場を併設するとか,シュート,キャリヤの清掃装置など

の設備について特に注意する必要がある｡

2.5 各種方式の比較

火力発 所の貯炭場設備にほ ごとく各種の

方式がある｡またスクレーパを用いる貯朕場で,アクチ

ブホッパを採用したもの,あるいほブル･アクチブホッ

パ方式とスクレーパ･ドライブオー′し一ホッパ方式をと

もに設けた場合など,その組合せ方によってさらにいろ

いろな方式が生れてくる｡これら各種の方式は規模の大

小,灰種,混朕の有無などいろいろ条件に対して一長一

短を有し,その優劣ほ一概にはいえないが,一例として
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第3表 貯炭場設備方式比較表

称

尻

設
運
貯 転場備経

利 川

イJ〃ミ の 粉

桑
門
度
化

*送炭系統のトラブル

汀上 炭

スク レーパ

ドライブオー

ノミホッパ方式

90

112

よい

最も多い

多い

むずかしい

ブルドーザ

アクチブホッ/ミ方

*

送炭のトラブル:ホッ/く,シュートのつまり,ベルト消掃装眉サ

損f拓など選炭途上における各稜の障書をいう.

トノリ､･､ンブ〕

′･丁
し一･J

O ､･0

ミ軍≡1ネ宅ニセ‡置三

連荘ノち主↑

㌢荒ご樟･-アン⊂-ダー訂.て採
げ･冒ワ/71‥7~･･て7L- L一丁､〉

重選椅~ノ

丁≦洋二デ)
1;紺〒ゴ≡_甘∴･昔ぎ芋･

アンローダ

第19図 火力発電所運炭設備

H力700,000kW,貯炭場面積60,000m2の発電所におけ

る比較を弟3表に示す｡

2.る 設備計画

火力発電所の遅配設備ほ陸送またほ海送されてきた石

灰を･-一一時貯炭場に貯え,必要に応じて貯炭場よりコール

ノミソカ(ボイラ室)へ送脱するためのもので,コールバ

ソカがあいているときは受入炭をそのままバンカへ送

ることもある｡石炭の受入れほ陸送灰の場合通常トラッ

クホッパ,サイドチップラ,カーダンパなどによるが海

送択ほほとんどグラブバケット付の各種アンローダによ

っている｡貯炭場にほ前節で述べたいろいろな形式のも

のが各発電所の状況に応じて用いられている｡

しかしながら,いずれの発電所でもその

於,直送,採尿の三通りが普通で,各機械と

カ間はベルトコソベヤで

炭系統は貯

コー/レノ→ン′

絡され,その途上に各種付帯

設備が設けられている｡以下海送炭を使用する火力発電

所の荷役設備計画の一端を述べることにする｡第柑図

ほ海送炭を使用する発電所の設備の一例である｡

(1)運炭設備の基準容量(発 所の石炭消費量)

火力発電所の貯炭場の大いさ,アン/ローダ,貯炭場

機械, 絡ベルトコンペヤ,各種付帯設備などの能力

は,発電所が定格H力で別時間運転するときの石炭消

費量をもとにして決定される｡すなわち発電所運炭設

倍の能力を決める基準容量は次の式で表わされる｡
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sl=P･-Cl･24

1,Odo~

ここに ざ1: 準詳論(t/day)

P:定格J_lりJ(kW)

*cl:石灰椚乾草(kg/kWh)

石炭消敢率ほ騰撞,発電所気魔の種獄

などによって異なるが一般に 3,500､

5,5001くCal/lくg乾炭で大略1～0.42kg/

k~Wh程度である｡

(2)アンローダの能力

アンローダの年間平均能力は,前述した支廷沢設備の

基準谷-;~ii二をもとにし,さらに発電所の利用率,着船率,

稼動率およびクレーンの作業能率を考慮して決めなけ

ればならない｡すなわち

¢1=
一旦
り･2･り■3

ここに

Ql:採用すべきアン/ローダの公称能力 (t/h)

凱:全体計画より必要な能力ヴ=

Sl:運朕設備の基準群量

≠1二 労務者の就 時間

51･り4

り1･fl
(t/h)

(t/day)

(h/day)

*1〉l:着船率

*モノ2:稼動率(通常50､90%程度)

*ワ3:アン/ローダの作業能率(通常60､80%程度)

机二 発電所の利用率=
年間の総発電苛二

24×365×定格ⅢJJ

*
で1,キ〉2,ワ3についてi･ま別稿陸揚ならびに積

込設備についてを参上平ほれたい｡

さらに木船どりの場合には紺船口数が関越となる｡

また場合によってほ配船状況による陸陽作業のピーク

に対し,十分処理できる能力を持たせることが必要で

ある..〕

(3)貯炭場容量

貯捉場の大きさは基準容埴と,石炭入荷の状況など

を考慮して計画する｡たとえば渇水期におけるポ炭入

,人為的なものによって起る最悪状態などを対象と

し,このような場合でも発電所の機能を維抽できるよ

うにしなければならない｡ 基ふよ･∵浮 釦こ対して1

～2箇月分の石炭を貯えうることが必要といわれてい

る｡

またブルドーザやスクレーパを川いる貯炭場では,

その_I二他の気象状況などによっても異なるが,雨天の

場創こおける送舵のトラブルを少なくするために,一

週間分程度の上屋付貯炭場を設けることも必要であろ

う｡

貯炭場の面積ほクレーン方式のJ身合,1m2あたり4､

5t として決定するのが普通である｡すなわち石灰の

積上古さを5～6mとし,ピーク時に備えて般高8～

9mまで積みうるように計画する〕これ以_L二積んで長

期間据えiJ′1亡くと自然発火のおそれがある｡

スクレーパ方式の貯炭場では,キャタピラまたほゴ

ムタイヤで石炭を踏み固めるので,自然発火の防止に

役立ち,14､15mくらいまで積攣)る〔〕しかし通常は

10m前後で計画するしJ

(4)貯炭場機械

貯炭場機械の能力ほ通常その淑扱量,稼動率,作業

能率などを考慮して決めればよい｡すなわち

(a)取扱_量,~F記項目の和を考える｡

1)アンローダより送られる了了炭の貯炭場への受入

れ,すなわち貯依

2)貯炭場よりコールバンカへの送H=ノ,すなわち

採炭

3)貯炭場におけるポ炭の整理

(b)稼 動 率

荷役作 の正味の時間を表わす効率で,作業得ち,機

械の修理,点検,運転員の交替などによって機械が実

際荷役している時間は,労務者就業時間より少なくな

る｡その割合ほ機械の形式,設備の配置などによって

異なるが通常ほ50～90%程度である｡

(c)作業能率

公称能力に対する実際の平均荷役能力を

で,クレーンカ

平均作

実際荷役作

わす効率

の場合公称能力ほ貯炭,採炭などの

ースを仮定し算=した理論計算値であり,

の場合にはコースの変動,石灰の状況の

変化,運転員の熟練度,そのほかの条件によって荷役

能力ほ変ってくる｡通常実際の荷役能力ほ公称能力よ

り低~Fするが,橋形クレーンの場合は公称能力に対し

てほとんど100%に近い｡

以上によ もを
釘陀

掛 とにして,貯炭場機械の年

開平均所要公称能力を数式で表わせば

(こI･ ｣h___
ワ6･て′7

ここで

02:採用すべき貯炭場機械の公称能力 (t/h)

¢2:全体計画より必要な能力曾2

51:運炭設備の基準容量

才2:労務者の平均就業時間

り5:基準梓鼠に対する取扱量の割合

り6:稼動率

ウ･7:貯炭場機械の作 能率

(t/h)

(t/day)

(h/day)

なお淑扱量ほ基準容量の何パーセントがアンローダ

よりバンカルームへ直送されるかによって大きく
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てくる｡したがって直送量の想定にあたっては十分な

る考 を払うことが必要である｡また貯炭場機械は,ア

ソローダのピーク作業に対処できることが必要である

が,この場合ほ陸揚炭の大 を,仮揚場またほ貯炭場に

一時貯えうるように計画し,作 時間の延長によって

処理できるよう考覆すれば,機械の設備費将

なる｡

済的に

さらに発電所においてほ,定格出力で24時間運転と

いうことはしばしば起ることであるから,貯炭場機械

の採炭能力は,基準容量の100%を昼間8時間稼動で

処理できる能力を持たせるのが普通である｡したがっ

択コンベヤの能力ほこれにも見合うものでなけれ

ばならない｡

(5)そのほかの付描設備

発電所の運炭設備にほ付帯設備として,マグネット

セパレータ,スクリーン,クラッシャ,秤量機,サン

プリング装置などがある.｡これらの設備は貯炭場とバ

ンカルームを連絡するベルトコンベヤの途上に設けら

れているが本稿でほ省略する｡

3.製鉄所の貯鉱場設備

わが国の製鉄所でほ南方マレー方面,インド,アメリ

カ,朝 など各地から原料鉱石の大半を輸入している.｡

輸入鉱石は大塊,べとつきのひどい粉状のものなど性状

各種増力 から,ばら物荷役設備の坤では最も扱

いにくいものの一つとされ,その荷役ほほとんど大容量

グラブバケット付クレーンにより行われている｡

3.1橋形クレーン方式

製鉄所の貯鉱場で鉱石類の受入れ,整理ならびに払出

しを行う機械にほ,マントロリ式橋形クレーンの 周が

常法であり,最も確実な荷役法として内外製鉄所のほと

んどが本方≠こを採mLノている｡第20図ほグラブ容量

10t,スパン701nで国内製鉄所に使用されている代表的

な橋形クレーンである｡

第21図ほ橋形クレーンとスタッカを組合せた貯鉱場

設備の一例である｡アンローダまたほカーダンパなどの

受入設備を経て貯鉱場中央のベルトコンベヤに送られて

きた鉱石は,スタッカにより種別に貯鉱される｡払出

しはグラブバケット付 形クレーンによって左方のホッ

パカーを経てベルトンコンベヤに送られる｡この方式で

ほ受入れと払出しを同時に行うことができ,また受入設

備が中央にあるため貯鉱場整二哩に要する時間ほわずかで

すみ,クレーンの能力はもっばら払出量をまかなうiこ足

りるものでよい､｡したがってクレーン容量ほ小さくてす

むから設備費は低廉となる反面貯鉱場の利用 がき成じ

またスパンl諷矢のベルトコンベヤはクレーン荷役作業の

降雪になることば避けられない｡さらに鉱石用スタッカ

36

第20図 22tマントロリ式橋形クレーン

靖21図 貯鉱場設備(橋形クレーンとスタッカ)

ヲヨ月き51込クレ~ン

王††古′;ヲ呂 吉行意架台

第22回 貯鉱場設備(スタッカ,引込クレーン方式)

ほポ炭周に比べ,べとついた粉鉱から人頭大の大塊に至

るまで円滑確実に処理しなければならないので,機内コ

ンベヤの配置ほ無理のない,単純なものにするとともに

各部とも十分な考慮を払い計画しなければならない｡

3.2 スタッカと引込クレーン方式

鉱石の受入れにスタッカを,弘J_J上しに門形引込クレー

ソを組合せた方式で,前節で述べた橋形クレーンの代り

に引込クレーンを円いたものである｡弟22図ほこの方式

の一例を示したもので,鉱石の積高を大きくとる必要が

ある場合にほ,スタッカの構造せ簡単にするため,図の

ごとく走行高架台を設けるのがよい｡一般にこの方式で

ほ設備費ほ低廉となるが構 上貯鉱場 帽イ不の

る｡

3.3 そのほかの枚械

高炉ほ連続操作しているので,品質一

､針封
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第23図 ス タ ッ カ

第24図 リクレーーLマ(Robins Co.聾隻)

的に生産するためにはたえず均質な鉄鉱石を供給するこ

とが必要である_二.物矧乱 化学的品托のイこ均一な苓住鉱

石を混合して,均一化する鉱石の･事前処理の一つに第23

図に示すようなペソディング法がある｡図の■-l]火に見え

るのがスタッカであるし,スタッカはウィングコンベヤか

ら鉄鉱れを落下させながら 返L往復運動を行い,三角

形断面の=形の層に州l｣lも,小量ずつ多数の層を重ねて

貯鉱する｡鉱石を取り√i-1す場合にほ弟24図に示すごと

きリクレーマの特殊な羽択を適二tlな偵斜で堆積山の断面

におおいかぶせ,これを乙三才iに 劫させ三角形断面の一

端からけザり落しながら前進L′,下部のコンベヤでかき

め均等な躍石として炉前貯鉱槽に るものである｡,こ

のペソデーング法は混合を圭月断とするもので,同のよ

うな三角形断而の貯鉱場ほ大量の鉱石貯 には不都合

で,別に本格的な貯鉱域を必要とする｡

3.4 設備計画

従来製鉄所の鉄鉱石ほ,本船より陸揚後クラヅシヤ,

スクリーンを経て種別に貯鉱L,必要に応じて橋形クレ

ーンのグラブバケットによF)つかみ放り,鉱モJ中を介し

てカ 搬に瀾鋸ル貯前 る形式が多かった｡近年鉱石

船の‡ll現によりアンローダの能力は必然的に増大L,既

設アンローダの数倍に及ぷ天界量のものが八幡製鉄株式

会社)｣畑泊地iこ｢li現するに至った｡⊃ アンローダは入船の

ピークに対Lて十分処理できるように決められろのが普

通であるから陸揚された鉱イ~｢の全量をスクリーン,また
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第25図 鉱石障手那守鉱設備

はクラッシャに投入することは,その設備が大容量iこ

なるばかりでなく,最近ほLt_】元でクラッシングされる傾

向にあるため,陸揚鉱石はそのまま粗鉱貯蔵所に送りこ

まれ,スクリーン,クラッシャなどほ粗鉱貯械所と炉前

原料置場,またほ焼結工場の途中に設けられるようにな

ってきた｡さらに後力設備のトラブルや事故によってア

ンローダの能力が制約を受けないようiこ,アンローダス

パン内に潰荷の大半を仮揚できるピットを設けるのが通

例である⊂′

製鉄所の高炉における含鉄原料使用率ほ,その品質に

よって異なることほもちろんであるが普通出銑1tあた

り1･5～2t,含鉄原料としては輸入鉱石,国内産粉鉱,砂

鉄,硫酸轄などが用いられているが本節では輸入鉱石の

陸揚貯蔵設備計画の一端を述べることにする｡計画の要

点ほ発電所の運炭設備とほぼ周じであるから特に注意す

ベきことのみにとどめる｡第25図ほその陸揚貯

の一例である`｡

(1)輸入鉄鉱了了運搬設備の基準袴:這二

鉱石艮掃 場の大いさ,アンローダ,貯鉱場における

荷役機械,辿絡ベルトコンベヤなどの能力ほ,高炉が

24時間稼動時における実=銑能力に対し必要とする嫡

入鉄鉱石の二役をもとにして決める｡この輸入鉄鉱石所

要量は高炉操業の全休計画より決まる｡すなわち運搬

設備の基準容昆瑠

52=rXc2×ウ･8

ここに ざ2:運搬設備の基準容量(t/day)

r= 高炉の計画侶銑能力(t/day)

C2:含鉄原料使用率(t/揖銑1tあたり)

り8‥ 含鉄原料中輸入鉱石を使用する割合

(2)アンローダの能力

アンローダの能力は基準容量をもとにL,さらに原

料鉱石が輸入であるため醐葺状況による荷役作業のピ

ークと,さらにすべて本船どりであるため船舶の繹船

日数について特に考慮しなければならない｡また稼動

劉rこついては火力発電所の場合と同様であるが,作業
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能率についてほ塊鉱と粉鉱,専用

船と普通貨物船,さらに 転手の

熟練度などにより大幅に異なるの

で一概にいい得ないが,一般に尊

川船の場合は60～80%,普通貨物

船の場和ま40～60%程度である｡

(3)牡L鉱貯蔵場容苛

貯鉱場の人いさほ基準容量と,

鉱石入荷の状況などを考慮して決

められる｡鉱山が製鉄所の近くに

ある場合には貯鉱場ほ小さくても

よいが,わが国のように大半を輸
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入によっているところでは,甘準牲紬こ対して3～4

箇月分の貯鉱が必要といわれている.貯鉱場の面積は

各時の鉱石を穐別に貯蔵するため,積上高さの割合に

1m2あたりの貯鉱副ま少ない｡地触の関係もあるが通

常1m2あたF)10t前後で計和される.二:

粗鉱貯蔵場における貯鉱量は,焼結朋粉鉱貯蔵場や

炉前貯蔵場の貯鉱是を考慮して,3筒H分程度が適､-1

と考えられているし

(4)机鉱ならびに炉前貯威喝機械

†矧け蔵場とも設備機械の能力決定にあたって考慮す

べきことほ,火ノ〕発電所の場合と同様に,取扱量とし

ては貯
,採鉱,悠理の和をとり,これに稼動率,作

一業能率を考えればよい｡.ミー亨;志すべきことは発電所にお

ける石炭扱いの場合と異なり扱う鉱石の性状が広範囲

に変ることである.一般に粉鉱を100ワ古つかむグラブ

バケットほ,塊鉱の場合かたまりの大いさにより異な

ることほもちろんであるがそのつかみ量が50一､､ノ90先に

落ちるごノしたがって作業能率が10､50%発電所の場合

より悪くなるから機械にほ十分の裕度を持たせておく

ことが必変であるこ

また貯鉱掛こ鉱ポのみならずイ状石そのほかの原料

を供 する炉前機相ほ,高炉の=銑に正接影響を拍つ
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最も屯要な設備で,高炉改修の場合を除いてはほとん

ど休止することを許されないのが通例である｡.Lたが

って機憧ならびに腎量の選定にあたっては,高炉貯鉱

槽の保有量や戯新設備供給能力の弾力性を考慮に入れ

ても,動作が確宍で故障の少ないかつ十分余裕のある

能力を持たせることが必要である｡さらに機械は2台

以.Ⅰ二設け,1台が不測の事故により休止した場合でも

残りの1台が24時間稼動することによって,高炉の山

銑を落さぬだけの原料を供 できるよう計l_【】豆すること

が望まLいっ 弟2る図ほ炉l軸こ佐川され,精鉱石＼れ

灰才子,屑鉄,~､l∠炉桂などの行程原料を扱い,巻卜,横行,

走行i･こワードレオナード制御を採Jl-=ノた総合公称能ノ〕

500t/hのマントロリ式橋形クレーンの一一例である.∴.

4.緯 言

以上火力発電所の貯炭場,製鉄所の鉄鉱剤肋■蚕場にお

ける荷役設矧･こついて,その方式と得失をキとし計両の

考え~ガを述べた.1さらに荷役設備の計抑こあたってほ脊

瞳ベルトコンペヤ,総括制御,電気機器,スクリーン,

クラッシャなどの付椚設備,それから貯蔵叔の矧凰 排

水設備など重要な問題が多々あるが/㌢州はこれらを調愛

した..
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